


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































この島の構造を変えて， 自立できる足腰の強い島にするためには． まず、 トータルに島の生活をデザイ
ンすることが必要です。しかも．島に住み続ける意思が自然に生まれだれもが希望をつくりながら．生
き生きと誇りをもって暮らしていくという当たり前をデザインしなければなりません。でなければ．島民
は自らのポテンシャルを知ることなく，人身は荒み． 自然消滅に任せるままとなるでしょう。
もはや，改めて地域づくりの原点とは何かを確認し合い．新しいアプローチで島の生活をデザインする
しかないのです。町長もパネラーとして登壇された昨日のメディカルビレッジ学会で “全町民が主役に
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なる，， といった宣言が採択されました。この全町民が主役となるとは，一体， どういうことなのでしょう
か？
働く場所があって，買い物ができて，教育と福祉サービスを安心して受けられるようにすることでしょ
うか？そうではないはずです。そもそも，それは外部の力を借りてやっとできているに過ぎません。
だとすると，主役になるというのは， 自分の困り事心配事を自分たちで， もしくは周りの人と協力し
て解決していくことができるようになることではないでしょうか。さらには， こんな島の暮らしをしたい
といった願いや希望を島民の力によって叶えていく力を手にすることではないでしょうか。そうすること
で，生活は都市的ではないが， 「生き心地」は随分とよく。楽しく誇りをもって暮らしていけるようなる
でしょう。また，島の暮らしぶりと島民の思いを，子どもたちが真筆に受けとめて，未来に向けての新事
業を一緒に立ち上げていこうといった協同の気概と意欲が島に満ちるようになるでしょう。
こうした「生き心地」をそれぞれがデザインし， そのために協力し合っていくことが， 「全町民が主役
になる」ということではないでしょうか。
（希望を起業する）
では， 「生き心地」をどういうふうに形にし，定着させていけばいいのでしょうか。起業していくにし
ても，流行や利便性のためではなく，島民の困り事を解決し，希望を叶えながら，地域の自給率を高めて，
地域循環（生産一分配一支出）を自らで整えていくことでなければ，最終的には，地域は希望も誇りも地
域愛もつくれません。外部依存は卑下と衰退しか生みません。
さしあたり，だれもが困り事心配事をフランクに語れるようになるのが大切ではないでしょうか。つ
まり，言える， 聞いてもらえる関係が大事なのです。助けてと言い，助けていくという関係は，助けられ
た人がまた， だれかを助けていくといった贈与の関係を生み出します。それは，肋い（もやい）や講で生
活をなしてきた私たちに難しいことではないはずです。
繰り返しますが，だれもがオープンになって助けてとお願いし， 自らの希望を語っていけば， しかも，
その声や願いを島民が受けとめ，サポートできれば，島の生活はとても「生き心地」がよくなり， 自然と
チャレンジ精神や協同・助け合いの思いで溢れることになるでしょう。若い人も，その魅力を感じ，いろ
んなことに取り掛かっていくようになることは間違いありません。
そのためにも， まずは，心配事や困り事ばかりか，興味があることや関心があることを調査し，その結
果を一枚の図にマッピングすることから始めてみませんか。このマッピングを高校生がリーダーとなって
作成し，町議会で提案するのはどうでしょうか。その提案を大人たちが真剣に受けとめるようであれば，
高校生は島に留まるでしょうし，受けとめられなければ島を出ていくでしょう。そのような緊張を生む
ソーシャルなデザインこそが，島の魅力と未来をつくる島の主役を炎り出していくのではないでしょう
か。
ともあれ， これからの島の暮らしをもっと自由にソーシヤルにデザインしていきましょう。そして，そ
の素描したものを大いに語り合っていきましょう。
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図22シンポジウム質疑とコメントの様子
昨日のシンポジウムも非常に刺激であり．今日のシンポジウムも，大変インパクトのあるものでした。
高橋先生の「福祉計画の地産地消」という． こういう「地域循環型」の福祉計画． こういうことを作られ
た経験は大きいなと思います。これは他の地域が目先のことを考えて自治体が協力して計画をつくるな
んてことはほとんどない。そこから言うと．南恵会の吉留さんが言われたような計画を作る時に．障害福
祉計画をつくるときに地域自立支援協議会を作ったことの意味が大きい。地域の課題を共有， ワーク
ショップ，課題解決シートを使う。コンサルに投げたときにこれができないんです。今後は‘地域福祉計
画なども． 3町で協力してつくるなども考えられます。
松岡さんの話しも「目からうろこ」でした。「8小学校3中学の存続がカギ」と言われた。その通りだ
と思います。集落がなくなっていく状況をみていくときにまず小学校がなくなって．商店街がなくなっ
て、崩壊していく。こんなところで存続をしていく。
それから「小規模校に優先的な住宅建設」奈良県のとずかわ村では,小学校の校庭に公営住宅を建てて．
自分の集落の田んぼは残しておいて二居住地政策もすでに行われているということもあります。これら
も徳之島でやれば. CCRCがまわっていくのではないかと思います。馬頭先生のことについては，非常に
参考になりました。確かにデザインの時代ですね。地域経済循環率これは非常に． これは地域の形とし
ては非常にわかりやすい経済の流れだと思います。地産地消逆に地消地産と消費から考えていくと．
それぞれの社会的な問題をビジネスの力で解決していくということ． これが徳之島でプログラムを考え
てみると．地域の循環経済が回り出してくるとそういうことが可能になる。
これはだれかからやってくれといってやったわけではないだろうと思います。
それでこうした数値になるというのは．総合的な力だと思いますが．そこを分析して．見える形になっ
ていくといい。
徳之島が日本の先進地として進めると． 日本全体の目標になっていくと思います。
コーディネータ高橋信行
（子どもたちが地元に残りたいという島「徳之島｣）
伊仙町で、CCRCについては2年前に話しを聞いたことがありましたが、一つずつ着実に実践している
ように思いました。福祉計画を作っていると、ナンバーワンよりオンリーワンの視点で行うところがあり、
国の基準からみると、たいしたことではなくても、まずは地域住民と行政の人たちが一緒に福祉計画をつ
くりながらモチベーションがあがっていくということをみると、それがオンリーワンかと思います。
また鹿児島県のある過疎地域で中学生に調査して、 「地元に残りたいか」という質問をしました。そし
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たら残りたいという子は、ゼロでした。このことを地元の大人に話したのです。驚くだろうなと思ったら、
特に驚かないんです。地域住民自身がここには残らないだろうと思っている。「誇りの空洞化」といった
言葉が使われたりしますが。
ところが徳之島で同じ調査をすると、 5割の子どもは残りたいというんです。そこが徳之島のいいとこ
ろだろうと、もしかしたら、徳之島の地域文化が子どもたちに与えているところなのかなという気がして、
その部分もこれからの地域づくりのヒントになると思ったところでした。どうもありがとうございまし
た。
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